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職員や労働組合を欺いてきた当局に抗議する！
産業技術Ｃと神奈川科学技術アカデミー（ＫＡＳＴ）は統合だったのでは！？

誠実に交渉もせず、事実を隠して独法化を進める姿勢は、まさにブラック企業そのもの！
「統合」ではなくＫＡＳＴの解散・吸収を明言
自治労県職労は2月25日、産業技術センターの地方独立行政法人化問題について、産業労働局と交渉を行いました。
この中で産業労働局は、独法化の根幹である「産業技術センターと神奈川科学技術アカデミー（KAST）との『統合』」という従来の方針を翻し、「KASTを解散し、独法化後の産業技術Ｃが吸収する」ことを明らかにしました。
当局は、「一昨年夏には、産業技術Ｃの独法化とKASTの解散・吸収について総務省の了解をいただいた」としており、1年半以上前にKASTの解散を決めていたにもかかわらず、この間当局は、職員はおろか県議会に対してもこの事実を伝えず、「統合」と説明し続けてきました。これは職員に対しても県民に対しても重大な背信行為と言わざるをえません。
国会の附帯決議すらないがしろにする県当局
　独法化は、産業技術Ｃ職員にとっては、公務員身分を失うことであり、KAST職員にとっても、雇用・労働条件の変更を伴う重大な問題です。
　だからこそ、地方独立行政法人法の制定時に、衆参両院における附帯決議で、「地方独立行政法人化に当たっては、雇用問題、労働条件について配慮して対応するとともに、関係職員団体又は関係労働組合と十分な意思疎通を行うこと。」と政府及び地方公共団体に対して求めています。

　ところが県当局は、独法化方針が出された2013年当時から自治労県職労が強く申し入れてきたにもかかわらず、交渉・協議の場を設けず、やっと今年2月25日になって初めての交渉を行いました。
　これは、労働組合軽視にとどまらず、国権の最高機関たる国会をもないがしろにするものであり、地方公共団体として許されざる行為です。
本当に総務省は了解しているのか？
　そもそも地方独立行政法人法では、独法間での統合以外認めていません。
　そのためにKASTを解散するのかもしれませんが、KASTの定款には「この法人は、基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成功の不能その他法律で定められた事由によって解散する。」とのみ定めています。公益財団法人としての解散事由のないKASTを、産業技術Ｃと「統合」するために「解散」するという「偽装倒産」のような手法です。本当に認めているのか、自治労本部を通じて総務省に確認します。
ＫＡＳＴの一方的な解散はできません
　公益財団法人といえども、KASTは民間の労使関係であり、労働組合との交渉・合意もなく、使用者側が一方的に解散することは許されません。
　KASTの経営側には、解散にあたっての条件や、その後の雇用の保障、新たな職場での賃金・労働条件などについて、労働組合と誠実に交渉を行う責務があります。
　発足間もない公益財団法人の解散やその後の独立行政法人への「吸収」は、全国的にも例がなく、それだけに、きちんとした交渉の積み上げが必要となります。
定款と同時に、職員の雇用保障を明確にせよ
　現在県議会に提案されている独法の定款案には、独法解散時の「財産処分」の規定はあっても、職員の処遇については一切触れられていません。

　定款の形式がそういうものなのかもしれませんが、公務員身分を奪い、KASTを解散させて独法を設立しようというのであれば、最低限、万が一の独法解散時の職員の雇用保障は明確にすべきです。

それが無ければ、仮に独法化しても、職員が安心して前向きに仕事に取り組むことはできません。
　勝つまで闘う！辺野古レポートFEB.’16
組合員ＯＢの家族に誘われて、ＯＢ・現職の有志で2/19(金)・20(土)、新基地建設問題で揺れる沖縄県名護市辺野古・キャンプシュワブ前での工事車両進入阻止の座り込み行動に参加しました。
前日に普天間、嘉手納基地を見学、島内至るところ基地だらけの現状に認識を新たにし、2/19(金)、毎日10時那覇・県庁前発の島ぐるみバスで辺野古へ。バスは我々以外も東京、名古屋、大阪など各地から来た人54名で満員、車中で初参加者が自己紹介したりしながら、途中休憩挿み、1時間半で辺野古到着。
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昼食後、早速、工事車両が来るとの報に機動隊登場、機動隊車両周辺に座り込む我々含め百名弱をゴボウ抜きで排除する。両腕、両足を２～３名の機動隊員に、中には６名に抱えられ連行される女性も。車両進入終了まで歩道上の柵内に押し込められる。
ゴボウ抜き、連行と書くと激しい攻防のようですが、座り込みはあくまで非暴力。手は絶対に挙げず、ケガ人、逮捕者０を第一に行っています。
実際、機動隊登場場面以外は参加者の発言や歌ありダンスありの和やかな雰囲気、京都のかっこいいお姉さんの歌もあれば、稲嶺名護市長の発言もあり、多彩な人が辺野古への想いを伝え合っています。
座り込みの合間に案内されて、辺野古の浜へ。遠く白い波頭はサンゴ礁。この美しい自然を台無しにする200年持つ基地を作るなんて正気の沙汰ではありません。何やらダンプによる埋め立て土砂搬入が思うように行かないので、山から道を跨ぐ大きな橋を架けて土砂を流し込む計画やキャンプシュワブ内に生コン工場を作る計画もあるそうで、なりふり構わない政権の強権性は留まるところを知りません。
　翌20日はまだ夜も明けぬ小雨そぼ降る中での早朝行動に参加。朝7時に機動隊からゴボウ抜き。
「歩けますか」との機動隊員の問いかけに「歩かない」と答え、またも歩道上へ連行。参加者は抗議の声は上げますが、あくまでも非暴力、ある意味「粛々と」抗議を続けます。それゆえにこそ、600日間毎日座り込みは続いているのです。（ちなみに海辺の闘争・座り込みは7,000日続いています。）
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　この日は自称日本一アホな労組？関西生コン労組も駆けつけ、連携の市民団体とともに挨拶。3/13(日)大阪で250台！の生コン車で抗議パレードするとか。
こうした辺野古支援のうねりは確実に全国に広まっています。なぜなら、これは辺野古、沖縄だけの問題ではなく、日本の平和問題、いや民主主義の存亡をかけた絶対に負けられない闘いなのだから。
「辺野古基金」にご協力を！

辺野古基金は、辺野古新基地建設に反対し、オスプレイ配備の撤回、普天間基地の閉鎖・撤去及び県内移設を断念させる運動（活動）の前進を図るために設立されました。

くりえいてぃぶ987号でお知らせしたとおり、辺野古への基地の移設を断念させるため、自治労県職労は、辺野古基金へ賛同することを決定しました。活動に必要な支援を確保するため、辺野古基金へのカンパにご協力をお願いします。
自治労県職労は、組合が集約する時間や振込手数料などの無駄を省くため、独自カンパは実施せず、辺野古基金が行っている募金に集中することとします。

なお、本庁職場等で組合事務所に直接ご持参いただける場合は、組合でお預かりし、まとめて下記の送金先に振り込みます。
＜基金の振込先＞

送金先名義：辺野古基金（すべて普通預金）

　　　　　　　（店番号－口座番号）
・ゆうちょ銀行　17000－13659411

・沖縄県労働金庫県庁出張所　953－3406481

・琉球銀行県庁出張所　251－185920

・沖縄銀行県庁出張所　012－1292772

・沖縄海邦銀行県庁内出張所　102－0082175

・コザ信用金庫那覇支店　017－2032531

・沖縄県農業協同組合本店　780－0024403

・みずほ銀行那覇支店　693－1855733
憲法学習会のお知らせ

組合では10年以上前から、憲法問題に危機意識を持って、定期的に学習会を開いています。夏の参院選の争点が改憲かと言われている今こそ、憲法について考えてみませんか？特に若手の参加をお持ちしています！
（参加申込不要）

　日　時　３月８日(火)18:30～
　場　所　波止場会館3階中会議室

　テーマ　日本国憲法は押しつけ憲法ではない
　※辺野古のレポートも行います。

自治労かながわ県職連合

組合員春季学習会

日時：３月１６日（水）１９時～

場所：波止場会館３階　中会議室

内容：公務の非正規問題について

講師：松上　隆明　氏（月刊「労働組合」編集長）

※　参加申込みは不要


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































